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序
章 

文
書
の
管
理
方
法
と
現
在
に
伝
わ
る
理
由 

 

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
に
、
京
都
府
は
文
化
財
保
護
の
目
的
で
、
東
寺

か
ら
「
東
寺
百
合
文
書
（
と
う
じ
ひ
ゃ
く
ご
う
も
ん
じ
ょ
）」
を
一
括
購
入
し
ま

し
た
。
同
文
書
は
一
八
、
七
〇
五
点
に
及
ぶ
膨
大
な
数
の
中
世
古
文
書
群
で
す
。

現
在
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
が
所
蔵
し

て
い
ま
す
。 

 

東
寺
百
合
文
書
と
い
う
特
徴
的
な
名
称
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
に
入
り
、
古
文
書
や
典
籍
に
つ
い
て
優
れ
た
知
識
を
有
し
た
加
賀
藩
の

五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
は
、
東
寺
に
伝
来
し
た
中
世
の
古
文
書
に
関
心
を
持
ち
、

東
寺
か
ら
文
書
を
借
り
出
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
に
、

前
田
綱
紀
は
そ
の
お
礼
と
し
て
東
寺
に
文
書
を
保
存
す
る
た
め
の
百
個
の
桐
箱

を
寄
進
し
ま
す
。
被
蓋
（
か
ぶ
せ
ぶ
た
）
の
あ
る
箱
は
一
合
、
二
合
と
数
え
ま

す
が
、
こ
れ
が
百
個
（
百
合
）
あ
る
の
で
、
東
寺
百
合
文
書
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
文
書
が
現
用
で
使
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、
東
寺
は
ど
の
よ
う
に

文
書
を
管
理
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
序
章
で
は
中
世
東
寺
の
文
書
管
理
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

６ 

廿
一
口
方
手
文
箱
送
進
状 

 

永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
一
二
月
二
九
日 

 

（
ト
函
一
七
一
） 

  

鎌
倉
時
代
中
期
～
南
北
朝
時
代
に
、
東
寺
の
寺
僧
組
織
は
整
備
・
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

学
衆
方
・
最
勝
光
院
方
な
ど
様
々
な
寺
僧
組
織
が
で
き
ま
す
が
、
東
寺
の
運
営
の
中
心

を
担
っ
て
い
た
の
は
「
廿
一
口
方
」
と
呼
ば
れ
る
寺
僧
組
織
で
し
た
。 

 

組
織
ご
と
に
担
当
す
る
法
会
や
そ
の
財
源
と
な
る
荘
園
が
異
な
り
、
ど
の
組
織
も
会

議
を
開
い
て
、
組
織
の
運
営
に
関
わ
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
各
組
織
と
も
に
、

組
織
を
代
表
す
る
「
奉
行
」
が
お
り
、
組
織
に
必
要
な
文
書
は
手
文
箱
に
入
れ
て
、
奉

行
が
管
理
し
て
い
た
の
で
す
。
奉
行
の
任
期
は
一
年
で
、
引
き
継
ぎ
の
と
き
に
手
文
箱

以
下
必
要
な
も
の
を
手
文
箱
等
送
進
状
に
書
き
上
げ
、
新
し
い
奉
行
に
引
き
渡
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
文
書
は
廿
一
口
方
手
文
箱
送
進
状
で
す
。
手
文
箱
と
一
緒
に
「
西
院
文
庫
」
の

鍵
も
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
院
文
庫
に
つ
い
て
は
展
示
資
料
8
で
説
明
し
ま
す
が
、

こ
の
鍵
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
院
文
庫
は
廿
一
口
方
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

 

送
進 

廿
一
口
方
手
文
箱 

 
 

合
拾
八
合 

 
 

文
庫
鑰
袋
入
之
、 

右
、
所
送
進
如
件
、 

永
禄
三 

 

十
二
月
廿
九
日 

俊
朝
（
花
押
） 

 

宝
厳
院
大
僧
都
御
房 
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７ 
廿
一
口
方
評
定
引
付 

 

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
九
月
一
一
日
条 

（
天
地
之
部
一
八
） 

  

ど
の
寺
僧
組
織
も
「
評
定
」
と
呼
ば
れ
る
会
議
を
開
き
、
議
事
録
で
あ
る
「
引
付
」

に
会
議
の
模
様
や
結
果
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
東
寺
百
合
文
書
に
は
数
多
く
の
引
付

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
引
付
は
、
東
寺
の
中
核
の
寺
僧
組
織
で
あ
る
「
廿
一
口
方
」

の
応
永
一
三
年
分
の
会
議
の
議
事
録
で
す
。 

 

応
永
一
三
年
九
月
一
〇
日
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
は
東
寺
を
訪
れ
ま
し

た
。
義
満
は
寺
宝
を
見
て
回
っ
た
後
に
、
仏
舎
利

ぶ

っ

し
ゃ

り

（
釈
迦
の
遺
骨
）
を
も
ら
い
受
け
、
奉
請

ぶ
じ
ょ
う

状
（
展
示
資
料
32
）
を
東
寺
に
渡
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
奉
請
状
で
す
が
、

展
示
箇
所
の
応
永
一
三
年
九
月
一
一
日
条
を
見
る
と
、
義
満
自
ら
筆
を
執
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

（
録
） 

御
奉
請
記
六
、
北
山
殿
、
自
筆
被
遊
之
了
、
宝
蔵
、
同
籠
之
了
、 

応
永
十
三
年
九
月
十
日 

仏
舎
利 

（
足
利
義
満
） 

八
粒 

愚
老 

 
 
 

一
々 

道
祐 

 
 
 

一
々 

栄
暁
僧
都 

二
々 

御
賀
丸 

 
 

一
々 

常
忠 

 
 
 
 

以
上
十
八
粒
、
於
東
寺 

二
々 

満
済
僧
正 

 

一
々 

隆
禅
法
印 

 
 

西
院
、
御
奉
請
之
、 

一
々 

澄
豪
僧
都 

 

一
々 

快
玄
僧
都 

  

８ 

文
書
出
納
日
記
（
西
院
文
庫
文
書
出
納
帳
） 

長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
年
三
月
二
日 （

さ
函
一
一
三
） 

  

「
西
院
」
と
は
、
東
寺
の
境
内
の
北
西
に
あ
る
御
影

み

え

堂 ど
う

を
中
心
と
し
た
一
画
の
こ
と

で
す
。
こ
の
御
影
堂
に
は
「
御
影
堂
経
蔵
」
と
い
う
部
屋
が
あ
り
、
ま
た
「
西
院
文
庫
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
寺
僧
組
織
の
奉
行
が
管
理
し
て
い
る
文
書

の
中
か
ら
特
に
重
要
な
文
書
を
選
び
出
し
、
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
文
書
を
出
納
す
る
に
あ
た
り
、
特
別
な
決
ま
り
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
御

影
堂
に
は
三
人
の
聖

ひ
じ
り

が
常
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
三
聖
人

し
ょ
う
に
ん

が
交
替
で
出
納
を
行
い

ま
し
た
。
出
納
を
希
望
す
る
寺
僧
は
必
ず
二
人
一
組
で
申
し
出
て
、
出
納
帳
に
署
名
と

花
押
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
も
西
院
文
庫
出
納
帳
の
一
つ
で
す
。 

 

長
禄
三
年
一
二
月
六
日
に
、
堯
忠
と
宗
寿
と
い
う
僧
は
足
利
義
持
御
判
御
教
書
（
展

示
資
料
33
）
を
含
め
た
四
通
の
文
書
を
西
院
文
庫
か
ら
取
り
出
し
ま
し
た
。
翌
四
年
三

月
二
日
に
、
仁
然
と
い
う
僧
と
宗
寿
が
こ
の
四
通
の
文
書
を
西
院
文
庫
に
返
納
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

廿
一
口
第
一
箱 

一
為
惣
安
堵
、
御
判
物
四
通 

出
之
、
付
加
賀
所
了
、 

 

長
禄
三
年
十
二
月
六
日 

 
 

堯
忠
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

同
四
年
三
月
二
日
納
之
畢
、
仁
然
（
花
押
） 

宗
寿
（
花
押
） 

後
日 

書
入
之
了
、 

永
和
三 

十
一 

廿
一
、
応
永
十
七 

十
二 

廿
四
、 

永
享
六 

三 

廿
六
、 

同
四 

四 

十
一 
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９ 
西
院
文
庫
文
書
出
納
帳 

 

応
永
一
六
（
一
四
〇
九
）
年
八
月
二
九
日 

（
天
地
之
部
一
九
） 

  

応
永
一
六
年
八
月
二
九
日
に
快
玄
と
杲
淳
と
い
う
僧
は
、
東
寺
の
末
寺
の
一
つ
で
あ

っ
た
弘 ぐ

福 ふ
く

寺 じ

に
関
す
る
文
書
を
西
院
文
庫
に
返
納
し
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
同
年
五
月

に
取
り
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
ま
だ
出
納
帳
に
よ
る
管
理
で
は
な
く
、
取

り
出
し
た
い
文
書
を
書
き
上
げ
た
注
文
（
リ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
出
納
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
注
文
は
紙
片
に
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
展
示
箇
所
に
は
、
返
却
の
際

に
こ
の
注
文
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
紛
失
し
て
お
り
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
反
省
を
踏
ま
え
て
、
注
文
で
は
な
く
出
納
帳
で
文
書
の
管

理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

返
之
了 

弘
福
寺
田
地
正
文
以
下
六
通
返
納
了
、
去
五
月
所
出
文
書
也
、
彼
出
時
注
文
取

失
之
間
、
巨
細
注
之
、 

応
永
十
六
年
八
月
廿
九
日 

  

10 

東
寺
百
合
文
書
桐
箱 
 

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年 

（
ノ
函
） 

  

貞
享
二
年
に
加
賀
藩
の
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
は
、
百
の
「
桐
箱
」
を
東
寺
に
寄
進

し
ま
し
た
。
桐
箱
を
受
け
取
っ
た
東
寺
は
、

被
か
ぶ
せ

蓋ぶ
た

の
裏
側
の
一
つ
一
つ
に
寄
進
の
来

歴
を
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
桐
箱
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
他
の
文
書
と
一
緒
に
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」（
世

界
記
憶
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
桐
箱
に
文
書
は
収
納
し
て
お
ら
ず
、

パ
ネ
ル
で
示
し
た
通
り
、
桐
製
の
新
し
い
文
書
保
存
箱
に
収
納
し
て
い
ま
す
。 

 

賀
州
太
守
従
四
位
下
左
近
衛
権
中
将 

菅
原
綱
紀
朝
臣
遣
使
請
謄
写
当
寺 

宝
庫
所
用
文
書
満
寺
感
其
好
古
許 

諾
焉
終
功
之
日
新
造
書
櫃
壱
佰
見 

寄
進
当
寺
以
蔵
旧
本
也
因
記
其
縁 

由
於
函
蓋
遺
于
後
世
云 

于
時 貞

享
二
年
歳
次 

 

十
一
月 

日 東
寺 

百
合
之
内 

  

快
玄(

花
押) 

杲
淳(

花
押) 

乙 丑 
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第
Ⅰ
章 

年
貢
の
輸
送
と
経
路 

 

遠
方
の
荘
園
か
ら
年
貢
を
運
ぶ
際
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
と
え
ば
、
海
難
や
経
費
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
輸
送
船
が
海
賊
に

襲
わ
れ
た
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
年
貢
を
運
ん
で
き
た
者
へ
の
交

通
費
を
め
ぐ
る
文
書
を
展
示
し
ま
す
。
安
全
か
、
経
費
削
減
か
。
現
代
に
通
じ

る
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

15 

播
磨
国
矢
野
荘
政
所
秀
恵
起
請
文 

 
文
和
二
（
一
三
五
三
）
年
五
月
八
日 

（
テ
函
三
〇
） 

  

こ
の
文
書
は
、
播
磨
国
矢
野
荘
（
現
・
兵
庫
県
相
生
市
）
の
実
務
を
請
け
負
っ
て
い

た
秀
恵
か
ら
出
さ
れ
た
起
請
文
で
、
神
仏
へ
の
誓
い
を
記
し
た
文
書
で
す
。 

 

海
上
で
海
賊
に
襲
わ
れ
た
際
に
、
播
磨
国
の
守
護
・
赤
松
則 の

り

祐 す
け

が
出
し
た
兵
糧
米
の

催
促
状
や
そ
の
受
取
証
な
ど
も
奪
い
取
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
重
要
な
文
書
を
海
賊
に

略
奪
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
秀
恵
は
兵
糧
米
の
数
量
や
算
用
状
（
荘
園
の
年
貢
・

公
事
な
ど
に
関
す
る
年
間
の
収
支
決
算
報
告
書
の
こ
と
）
に
記
載
し
て
い
る
数
字
に
は

誤
り
が
な
い
こ
と
を
神
仏
に
誓
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
端
裏
書
） 

「
秀
恵
起
請
文
」 

 

敬
白 

再
拝
々
々 

立
申
起
請
文
事 

右
元
者
、
東
寺
御
領
播
磨
国
矢
野
庄
、
自
守
護
方
、
所
相
懸
兵
粮
米
事
、
催
促 

（
奪
カ
） 

状
并
彼
請
取
等
文
書
、
付
三
ヶ
月
、
馬
允
男
進
上
之
処
、
為
海
賊
、
被
棄
取 

了
、
次
彼
兵
粮
米
沙
汰
員
数
、
載
散
用
状
、
已
令
注
進
言
上
畢
、
両
条
若
偽
申

入
候
者
、
惣
者
日
本
国
大
小
神
祇
・
冥
道
、
別
当
寺
鎮
守
八
幡
大
菩
薩
・
弘
法

大
師
御
罰
於
、
可
蒙
秀
恵
身
、
仍
起
請
文
之
状
、
如
件
、 

文
和
弐
年
五
月
八
日 

秀
恵
（
花
押
） 
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播
磨
国
矢
野
荘
代
官
沙
汰
人
等
注
進
状 

（
マ
マ
） 

康
安
二
（
一
三
六
二
）
年
一
一
月 

日 

（
よ
函
三
〇
） 

  

こ
の
文
書
で
は
、
海
賊
に
奪
わ
れ
た
年
貢
の
弁
償
責
任
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

東
寺
へ
納
め
る
矢
野
荘
の
年
貢
一
〇
貫
文
の
運
送
を
請
負
っ
た
商
人
が
、
海
上
を
輸
送

中
に
明
石
海
峡
一
の
谷
（
現
・
兵
庫
県
神
戸
市
）
で
海
賊
に
襲
わ
れ
、
監
禁
さ
れ
た
挙

句
、
年
貢
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
矢
野
荘
代
官
は
「
言
語
道
断

の
珍
事=

一
大
事
」
と
し
て
東
寺
に
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
監
禁
さ
れ
て
い
た

商
人
は
生
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
海
賊
に
奪
わ
れ
た
年
貢
の
弁
償
責

任
に
つ
い
て
は
年
貢
の
輸
送
を
請
け
負
っ
た
商
人
に
あ
る
と
し
ま
し
た
が
、
商
人
が
支

払
わ
な
か
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
一
〇
貫
文
の
う
ち
四
貫
文
を
矢
野
荘
の
百
姓
た
ち
が

負
担
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 



5 

 
（
端
裏
書
） 

「
矢
野
荘
地
下
事
書 

貞
治
元 

九 

廿
一
」 

 
（
前
略
） 

一
学
衆
御
方
御
年
貢
内
拾
貫
文
、
先
日
替
進
候
之
由
、
令
言
上
候
之
処
、
彼
商 

道
断 

人
於
一
谷
、
被
取
海
賊
、
結
句
於
其
身
者
、
被
召
禁
、
言
語
○

珍
事
候
、
乍
去
、 

身
計
生
還
、
至
御
年
貢
者
、
可
致
其
弁
之
由
、
令
申
候
之
間
、
不
可
失
御
公
平

候
、
于
今
延
引
、
先
以
歎
入
候
、
但
地
下
ニ
テ
者
、
十
貫
文
内
四
貫
文
渡
之
候

之
間
、
最
少
事
候
、
委
細
上
御
使
御
存
知
事
候
、 

康
安
二
年
十
一
月 

日 
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学
衆
方
評
定
引
付 

 

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
年
一
〇
月
二
六
日
条 

永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
年
一
二
月
二
七
日
条 （

ラ
函
八
） 

  

こ
こ
で
は
、
年
貢
を
輸
送
す
る
際
に
関
所
が
課
題
と
な
る
例
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
文
書
は
、
学
衆
方
と
い
う
東
寺
の
寺
僧
組
織
が
会
議
を
開
い
た
際
の
議
事
録
で

す
。
年
貢
の
輸
送
経
路
を
め
ぐ
っ
て
、
領
主
で
あ
る
東
寺
と
百
姓
と
の
間
で
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

播
磨
国
矢
野
荘
か
ら
東
寺
へ
の
年
貢
輸
送
の
経
路
は
、
海
路
と
陸
路
（
丹
波
路
）
の

二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
議
事
録
を
み
る
と
、
海
路
を
通
行
す
る
に

は
途
中
に
五
箇
所
の
関
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
関
銭
（
関
所
の
通
行
税
）
を
支
払
う

必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
然
、
輸
送
費
用
を
出
来
る
だ
け
安
く
済
ま
せ
た

い
東
寺
は
、
海
路
よ
り
も
経
費
の
少
な
い
陸
路
を
使
っ
て
年
貢
を
輸
送
す
る
こ
と
を
主

張
し
、
海
路
を
通
る
な
ら
通
行
に
必
要
な
関
銭
は
東
寺
側
で
は
負
担
し
な
い
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
現
代
と
同
じ
よ
う
に
、
経
費
削
減
は
経
営
者
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

（
永
和
元
年
一
〇
月
二
六
日
条
） 

（
前
略
） 

年
貢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
於
） 

○

運
送
路
次
事
、
経
海
道
、
五
ケ
所
関
賃
立
用
之
条
、
不 

 
 
 

□
向
後
者
、 

（
賃
） 

経
丹
波
路
、
可
上
洛
、
若
猶
経
海
道 

 
 

於
関
□
者
、
不
可
有
立
用
、
使
者 

（
下
） 

可
弁
沙
汰
之
旨
、
可
□
知
之
、 

 

（
永
和
元
年
一
二
月
二
七
日
条
） 

（
前
略
） 

一
不
経
丹
波
路
、
経
海
道
、
上
洛
事
、
被
定
法
之
処
、
曽
不
叙
用
之
、
両
度
使

者
海
道
上
洛
之
条
、
自
由
至
也
、
所
詮
両
度
関
賃
散
用
状
ニ
所
載
候
共
、
年

貢
後
到
之
時
、
被
立
用
之
、
可
被
聞
召
之
、
請
取
可
為
其
分
之
由
、
可
被
出

公
文
所
矣
、 
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学
衆
評
定
引
付 

 

永
和
二
（
一
三
七
六
）
年
一
一
月
三
日
条 

（
ラ
函
九
） 

  

こ
の
文
書
で
は
、
永
和
二
年
一
〇
月
晦
日
に
、
播
磨
国
矢
野
荘
か
ら
東
寺
へ
年
貢
（
銭

二
〇
貫
文
）
を
運
ん
で
き
た
者
へ
の
交
通
費
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。 

 

展
示
資
料
17
で
見
た
よ
う
に
、
東
寺
に
年
貢
銭
を
運
ぶ
経
路
は
丹
波
路
を
通
っ
て
く

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
年
貢
の
輸
送
者
は
「
南
路
＝
海

路
」
を
通
っ
て
上
洛
し
て
き
ま
し
た
。
南
路
に
は
途
中
に
五
箇
所
の
関
所
が
あ
り
、
関

銭
が
八
〇
〇
文
も
か
か
っ
た
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
南
路
を
通
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、
輸
送
者
に
事
情
を
詳
し
く
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
当
初
は
定
め
ら
れ
た
丹
波
路
を

進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
群
盗
に
追
い
か
け
ら
れ
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
二
木
宿
（
現
・
兵

庫
県
相
生
市
二
木
）
ま
で
逃
げ
て
き
た
。
丹
波
路
は
群
盗
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
ず
恐

ろ
し
い
の
で
、
そ
れ
を
避
け
て
南
路
を
通
っ
て
き
た
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

年
貢
の
輸
送
者
は
危
な
い
道
は
避
け
て
、
確
実
に
年
貢
を
東
寺
へ
納
め
る
た
め
、
機
転

を
利
か
せ
て
南
路
を
選
ん
だ
の
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
東
寺
は
年
貢
輸
送
者
の
話
を
信
用
で
き
な
い
と
し
て
、
本
来
通
る
べ
き

丹
波
路
分
し
か
交
通
費
を
支
給
せ
ず
、
南
路
を
通
っ
て
余
分
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
交

通
費
は
矢
野
荘
の
自
己
負
担
に
し
ま
し
た
。 

 

（
前
略
） 

（
文
脱
） 

 
 
 
 

（
到
） 

一
矢
野
庄
年
貢
且
二
十
貫
一
方
分
十
月
晦
日
□
［ 

］
路
次
事
、
可
為
丹
波
路
之 

由
、
被
定
仰
之
処
、
今
度
□
南
路
上
洛
之
由
申
之
、
五
ケ
所
関
賃
八
百
文
留
之 

（
了
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

于 

□
、
相
尋
事
子
細
之
処
、
丹
波
路
上
洛
人
夫
以
下
、
被
追
落
抜
群
物
、
逃
来
○ 

二
木
宿
之
間
、
依
有
怖
畏
、
経
南
路
云
々
、
事
次
第
難
信
用
、
於
難
所
者
、
南 

于 

路
尚
勝
○

丹
波
路
、
所
詮
、
遂
丹
波
路
結
解
、
可
責
出
於
関
賃
分
、
若
尚
歎
申 

（
者
） 

□
、
今
度
怖
畏
次
第
已
下
、
為
［ 

］
事
之
由
、
可
召
起
請
文
云
々
、
同
庄
先 

度
御
下
知
之
条
、
百
姓
等
不
承
引
、
及
譴
責
者
、
可
逃
散
之
由
、
内
々
令
同
心

之
由
、
祐
尊
注
進
之
、
衆
議
云
、
此
条
不
可
然
、
重
厳
密
可
下
知
云
々
、 
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廿
一
口
方
評
定
引
付 

 

応
永
二
八
（
一
四
二
一
）
年
二
月
九
日
条 

（
ち
函
四
） 

  

米
が
不
作
の
年
は
、
納
め
る
年
貢
料
を
め
ぐ
っ
て
領
主
と
百
姓
の
間
で
年
貢
の
減
免

を
求
め
る
争
い
が
起
き
ま
し
た
。
東
寺
百
合
文
書
に
も
不
作
時
の
年
貢
減
免
を
め
ぐ
る

東
寺
と
百
姓
と
の
や
り
と
り
を
示
す
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
文
書
は
、
廿
一
口
方
と
い
う
寺
僧
組
織
の
会
議
の
議
事
録
で
す
。
①
前
年
が
不

作
だ
っ
た
た
め
、
東
寺
は
播
磨
国
矢
野
荘
に
対
し
て
年
貢
一
〇
〇
石
を
減
額
し
た
、
②

し
か
し
、
不
作
に
よ
っ
て
米
の
買
い
取
り
価
格
は
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
納
入
さ
れ

る
年
貢
銭
が
例
年
よ
り
減
少
す
る
は
ず
は
な
い
、
③
播
磨
国
に
人
を
派
遣
し
て
米
の
相

場
を
調
査
す
る
べ
き
だ
、
と
議
論
し
て
い
ま
す
。 

 

中
世
で
は
年
貢
を
納
め
る
時
、
現
物
で
納
め
る
場
合
と
、
米
な
ど
の
代
わ
り
に
銭
で

納
税
す
る
「
代
銭
納
」
の
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
文
書
の
内
容
か
ら
、
こ
の
と
き
の
矢

野
荘
で
は
代
銭
納
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 



7 

 
ま
た
、
東
寺
は
不
作
の
た
め
百
姓
を
憐
れ
ん
で
減
免
し
た
の
で
は
な
く
、
市
場
の
動

向
を
調
べ
な
が
ら
米
の
価
値
を
計
算
し
て
例
年
通
り
の
年
貢
料
を
確
保
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
不
作
に
よ
る
米
の
価
格
上
昇
を
見
越
し
た
う
え
で
減
免
し
て
い
る
東
寺
の
姿

か
ら
、
優
れ
た
経
営
感
覚
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

一
矢
野
庄
上
使
可
下
間
事 

当
庄
去
年
損
亡
百
石
被
免
之
、
雖
然
、
和
市
可
為
高
々
之
間
、
年
貢
運
送
分
斉

不
可
減
少
歟
之
処
、
旧
冬
運
上
之
分
為

弱
、
更
不
得
其
心
、
国
之
和
市
様
可

相
尋
之
、 

（
後
略
） 

             

第
Ⅱ
章 

東
寺
を
巡
る
人
と
戦
乱 

 

朝
廷
や
幕
府
か
ら
荘
園
の
寄
進
を
受
け
る
、
ま
た
は
戦
乱
か
ら
寺
領
を
守
る

た
め
に
武
将
に
禁
制
を
発
給
し
て
も
ら
う
な
ど
、
い
つ
の
時
代
で
も
東
寺
は
公

家
や
武
家
た
ち
と
の
間
で
一
定
の
関
係
を
維
持
、
ま
た
は
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
は
東
寺
と
権
力
者
た
ち
と
の
や
り
取
り
を
示
す
文
書
の
ほ
か
、
戦
乱

が
東
寺
に
与
え
た
影
響
を
見
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
戦
乱
に
よ
っ
て
使
者

が
行
く
手
を
遮
ら
れ
た
ケ
ー
ス
や
寺
宝
が
焼
失
し
た
事
件
を
通
し
て
、
東
寺
に

与
え
た
戦
乱
の
影
響
を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

  

30 

後
醍
醐
天
皇
綸
旨 

 

元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
六
月
一
九
日 

（
せ
函
南
朝
文
書
九
） 

  

後
醍
醐
天
皇
は
鎌
倉
幕
府
を
滅
ぼ
し
た
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
時

は
、
倒
幕
の
計
画
が
幕
府
に
漏
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
罪
を
問
わ
れ
、
隠
岐

お

き

（
現
・
島
根

県
隠
岐
島
）
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倒
幕
運
動
を
再
開
す
る
た
め
に

隠
岐
か
ら
脱
出
し
、
再
び
京
都
に
舞
い
戻
り
ま
す
。 

 

こ
の
文
書
は
京
都
に
戻
っ
た
直
後
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
東
寺
領
の
摂
津
国
垂
水

た

る

み

荘
（
現
・
大
阪
府
吹
田
市
及
び
豊
中
市
）
に
つ
い
て
、
現
地
で
管
理
に
あ
た
っ
て
い
た

日
下
部

く

さ

か

べ

氏
の
横
暴
を
咎
め
、
東
寺
に
よ
る
直
接
支
配
を
認
め
て
い
ま
す
。 

 

摂
津
国
垂
水
庄
事
、
奏
聞
之
処
、
止
濫
妨
、
可
全
寺
用
之
由
、
可
令
下
知
給
之
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旨
、 

天
気
所
候
也
、
仍
上
啓
如
件
、 

（
中
御
門
） 

元
弘
三
年
六
月
十
九
日 

左
少
弁
宣
明 

 

謹
上 

勝
宝
院
僧
正
御
房 

  

31 

足
利
尊
氏
御
判
御
教
書 

観
応
元
（
一
三
五
〇
）
年
七
月
二
八
日 

（
せ
函
足
利
将
軍
家
下
文
五
） 

  

室
町
幕
府
は
当
初
、
足
利
尊
氏
と
そ
の
弟
・
足
利
直 た

だ

義 よ
し

に
よ
る
二
頭
政
治
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
次
第
に
直
義
と
、
尊
氏
の
執
事
高
師
直

こ
う
の
も
ろ
な
お

と
の
対
立
が
表
面
化
し
て

い
き
ま
す
。
「
観
応
の
擾
乱

じ
ょ
う
ら
ん

」
と
呼
ば
れ
る
室
町
幕
府
の
内
紛
は
、
全
国
的
な
争
乱
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
観
応
元
年
七
月
、
直
義
派
と
し
て
美
濃
国
（
現
・
岐
阜

県
南
部
）
で
土
岐

と

き

周
済

し
ゅ
う
せ
い

が
挙
兵
し
ま
し
た
。
土
岐
氏
の
進
軍
を
阻
止
す
る
た
め
、
七
月

二
八
日
に
尊
氏
の
嫡
男
で
後
の
二
代
将
軍
足
利
義 よ

し

詮
あ
き
ら

と
高
師
直
は
京
都
を
出
発
し
て

い
ま
す
が
、
展
示
資
料
は
足
利
尊
氏
が
凶
徒
（
土
岐
軍
）
の
鎮
圧
と
、
義
詮
軍
の
勝
利

を
願
っ
て
東
寺
の
子
院
で
あ
る
実
相
寺
に
戦
勝
祈
願
を
命
じ
た
文
書
で
す
。 

 

（
近
日
カ
） 

凶
徒
対
治
祈
祷
事
、
□
□
殊
可
被
致
精
誠
之
状
如
件
、 

（
足
利
尊
氏
） 

観
応
元
年
七
月
廿
八
日 

 

（
花
押
） 

実
相
寺
僧
都
御
房 

32 

足
利
義
満
自
筆
仏
舎
利
奉
請
状 

 

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
九
月
一
〇
日 

（
き
函
三
七
） 

  

室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
が
生
き
た
時
代
は
幕
府
の
全
盛
期
で
し
た
。
こ
の

文
書
は
、
そ
の
義
満
本
人
が
書
い
た
仏
舎
利
奉
請
状
で
す
。 

 

仏
舎
利
と
は
釈
迦
の
遺
骨
の
こ
と
で
、
東
寺
に
は
弘
法
大
師
空
海
が
中
国
の
唐
か
ら

持
ち
帰
っ
た
仏
舎
利
が
あ
り
、
勅
封
に
よ
り
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
仏

舎
利
を
も
ら
い
受
け
る
こ
と
を
奉
請
と
い
い
、
奉
請
状
に
は
奉
請
さ
れ
た
仏
舎
利
の
粒

数
と
人
物
の
名
前
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
文
書
の
右
か
ら
三
行
目
に

見
え
る
「
愚
老
」
が
義
満
自
身
の
こ
と
で
す
。 

 

で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
奉
請
状
が
義
満
の
自
筆
だ
と
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

答
え
は
展
示
資
料
7
に
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

応
永
十
三
年
九
月
十
日 

 
 

仏
舎
利 

（
足
利
義
満
） 

八
粒 

 

愚
老 

二
粒 

 

御
賀
麿 

二
粒 

 

満
済
僧
正 

一
粒 

 

澄
豪
僧
都 

一
粒 

 

道
祐 

一
粒 

 

常
忠 

一
粒 

 

隆
禅
法
印 

一
粒 

 

快
玄
僧
都 

一
粒 

 
栄
暁
僧
都 

 

以
上
十
八
粒
、
於
東
寺
西
院
、
御
奉
請
之
、 
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33 
足
利
義
持
御
判
御
教
書 

 

応
永
一
七
（
一
四
一
〇
）
年
一
二
月
二
四
日 

（
マ
函
八
二
） 

  

足
利
義
持
は
義
満
の
子
で
、
室
町
幕
府
の
四
代
将
軍
で
す
。 

 

こ
の
文
書
に
見
え
る
山
城
国
上
久
世
荘
（
現
・
京
都
市
南
区
）
地
頭
職
は
、
建
武
三

（
一
三
三
六
）
年
に
足
利
尊
氏
が
東
寺
の
鎮
守
八
幡
宮
に
寄
進
し
ま
し
た
。
観
応
元
（
一

三
五
〇
）
年
以
後
、
東
寺
は
現
地
の
有
力
武
士
で
あ
る
真
板

ま

い

た

氏
を
公
文
職

く

も

ん
し

き

に
任
命
し
、

年
貢
の
徴
収
な
ど
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
応
永
年
間
に
な
る
と
、
細
川
氏

の
家
臣
で
あ
る
寒
川

さ
む
か
わ

氏
が
こ
の
公
文
職
を
望
み
、
真
板
氏
と
対
立
し
ま
す
。
義
持
は
、

寒
川
氏
の
こ
う
し
た
行
為
を
咎
め
、
東
寺
が
支
持
す
る
真
板
氏
を
公
文
職
に
す
る
よ
う

に
と
、
こ
の
文
書
で
命
じ
て
い
ま
す
。 

 

東
寺
八
幡
宮
領
山
城
国
久
世
庄
公
文
職
事
、
帯
建
武
三
年
御
寄
進
状
等
証
文
、

地
頭
一
円
進
止
之
処
、
近
年
動
競
望
之
輩
在
之
云
々
、
自
由
之
至
甚
不
可
然
、

早
任
当
知
行
之
旨
全
領
知
、
致
祈
祷
精
誠
可
専
神
用
之
状
如
件
、 

（
足
利
義
持
） 

応
永
十
七
年
十
二
月
廿
四
日 
 

（
花
押
） 

 

当
寺
供
僧
中 

   

34 

廿
一
口
方
評
定
引
付 

 

応
仁
三(

一
四
六
九)

年
四
月
二
五
日
条 

文
明
元(

一
四
六
九)

年
五
月
一
八
日
条 

（
天
地
之
部
三
七
） 

 

35 

廿
一
口
方
評
定
引
付 

 

文
明
二(

一
四
七
〇)

年
八
月
一
〇
日
条 

（
ち
函
一
九
） 

  

応
仁
の
乱
開
戦
後
間
も
な
い
応
仁
元(

一
四
六
七)

年
九
月
、
東
寺
で
は
戦
火
に
備
え

て
寺
内
の
宝
物
や
文
書
を
醍
醐
寺
に
疎
開
さ
せ
た
も
の
の
、
文
明
二
年
七
月
一
九
日
に

醍
醐
寺
の
多
く
の
建
物
が
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
、
預
け
て
い
た
寺
宝
の
一
部
を
焼
失
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
（
展
示
資
料
35
）。 

 

応
仁
元
年
か
ら
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
ま
で
の
一
一
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
応

仁
の
乱
で
は
、
東
寺
は
西
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
一

度
も
戦
火
に
遭
う
こ
と
な
く
無
事
で
し
た
。
一
方
、
醍
醐
寺
は
西
軍
か
ら
攻
撃
を
受
け

て
炎
上
し
、
東
寺
か
ら
預
か
っ
て
い
た
寺
宝
や
文
書
の
一
部
も
焼
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
安
全
を
期
し
て
寺
宝
を
醍
醐
寺
へ
預
け
て
い
た
だ
け
に
、
何
と
も
皮
肉
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
東
寺
と
し
て
も
、
安
心
し
て
醍
醐
寺
に
寺
宝
等
を
預
け
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
寺
宝
を
避
難
さ
せ
て
か
ら
一
年
半
ほ
ど
経
過
し
た
頃
の
応
仁
三
年

四
月
二
五
日
に
は
、
西
軍
に
よ
る
醍
醐
寺
攻
め
の
噂
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
噂
の

真
偽
の
確
認
と
万
が
一
に
備
え
、
醍
醐
寺
に
預
け
て
い
た
寺
宝
の
引
き
取
り
経
路
を
「
六

条
陰
陽
師
」
に
占
わ
せ
る
な
ど
、
会
議
で
引
き
取
り
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
展
示
資
料
34
）。
西
軍
の
醍
醐
寺
攻
撃
の
情
報
を
事
前
に
掴
み
、
戦
局
や
寺
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宝
の
管
理
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
が
、「
宝
物
可
被
取
渡
之
事
、

先
被
延
引
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寺
宝
の
引
き
取
り
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

（
応
仁
三
年
四
月
） 

同
廿
五
日 

（
中
略
） 

一
寺
家
宝
物
之
事
、
依
為
乱
世
、
雖
被
置
醍
醐
、
近
日
有
物
責
之
間
、
可
被
渡 

（
陰
） 

 
 
 

被 

他
所
歟
之
事
、
六
条
隠
陽
師
ニ
可
○
占
之
由
、
衆
儀
了
、 

（
後
略
） 

 

（
五
月
） 

同
十
八
日 

（
中
略
） 

一
醍
醐
発
向
之
事
、
相
尋
方
々
之
処
、
今
日
十
八
日
又
十
九
日
之
由
、
申
之
間
、

伏
見
之
川
上
無
通
路
之
義
、
旁
難
事
行
之
間
、
宝
物
可
被
取
渡
之
事
、
先
被

延
引
了
、 

 

（
文
明
二
年
八
月
） 

同
十
日 

（
中
略
） 

（
醍
醐
） 

一
御
道
具
等
自
上
酉
酉
帰
寺
之
由
、
令
披
露
者
也
、 

御
道
具
唐
櫃
一
合 

両
界
箱
一
合 

十
二
天
箱
一
合 

五
大
尊
箱
一
合 

大
師
絵
一
合 

仏
具
箱
弐
合 

東
寺
額
同
令 

 
 
 

鎮
守
額 

聖
天 

印
三
ヶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
舟
器
買
得
之
、 

已
上 

右
件
御
道
具
等
、去
応
仁
元
年
九
月
廿
一
日
、酉
酉
寺
三
宝
院
御
経
蔵
被
渡
之
、

於
酉
酉
諸
院
家
分
配
之
、
就
中
文
明
二
年
七
月
十
九
日
、
勧
修
寺
堂
塔
并
門

跡
・
院
家
・
坊
中
致
于
在
家
等
悉
炎
上
、
次
廿
日
酉
酉
寺
至
于
伽
藍
青
瀧
宮
・ 

（
大
） 

門
跡
・
諸
院
家
・
在
家
等
、
悉
成
灰
燼
畢
、
但
塔
一
基
無
為
也
、
太
概
如
此
、 

不
及
委
細
記
者
也
、 

（
後
略
） 

  

36 

山
名
宗
峯<

持
豊>

書
状 

 

（
年
未
詳
）
七
月
八
日 

（
ケ
函
二
五
九
） 

  

応
仁
の
乱
の
西
軍
の
将
と
し
て
知
ら
れ
る
山
名
宗
全
は
、
一
時
「
宗
峯
」
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。 

 
こ
の
文
書
は
、
東
寺
か
ら
送
ら
れ
た
「
五
色
」（
瓜
）
に
つ
い
て
、
山
名
宗
峯
（
宗
全
）

が
「
賞
翫
無
極
」、
大
変
珍
重
し
た
と
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。
東
寺
は
主
要
な
東
寺
領
荘

園
が
所
在
す
る
国
の
守
護
た
ち
の
誕
生
日
に
毎
月
祈
祷
を
行
っ
て
巻
数

か

ん

ず

（
僧
侶
が
願
主

の
依
頼
に
応
じ
て
祈
祷
読
誦
し
た
経
典
な
ど
の
題
名
や
数
量
、
度
数
を
書
き
上
げ
て
願

中
綱
乗
俊
、
於
理
性
院
庭
拾
之 

寺
家
へ
進
者
也
、 

於
理
性
院
令 

紛
失
畢
、 

八
幡
市
ニ
テ 

（
買
） 

宗
承
売
得 

寄
進
畢
、 

同
令 

紛
失
畢
、 
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主
に
送
っ
た
文
書
の
こ
と
）
を
送
る
ほ
か
、
瓜
や
松
茸
な
ど
季
節
の
贈
り
物
を
届
け
て

い
ま
し
た
。 

 

宗
全
は
、
嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
に
室
町
幕
府
六
代
将
軍
・
足
利
義
教
を
暗
殺
し

た
赤
松
満
祐
を
討
ち
（
嘉
吉
の
乱
）、
そ
の
恩
賞
と
し
て
同
年
九
月
に
は
播
磨
国
・
備
前

国
（
現
・
岡
山
県
東
南
部
）・
美
作
国
（
現
・
岡
山
県
東
北
部
）
の
三
箇
国
の
守
護
職
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
播
磨
国
に
は
東
寺
領
の
矢
野
荘
が
あ
り
、
お
そ
ら
く

東
寺
は
矢
野
荘
を
維
持
す
る
た
め
に
山
名
宗
全
と
の
交
際
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

五
色
済
々
送
給
候
、
賞
翫
無
極
候
、
殊
以
佳
例
、
令
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、 

（
山
名
持
豊
） 

七
月
八
日 

 

宗
峯
（
花
押
） 

東
寺 

  

37 

新
見
国
経
書
状 

 

享
禄
五
（
一
五
三
三
）
年
三
月
一
二
日 

（
ヌ
函
二
四
七
） 

  

こ
の
文
書
は
、
新
見
荘
の
代
官
で
あ
っ
た
新
見
国
経
が
東
寺
に
送
っ
た
書
状
で
す
。

「
京
都
・
堺
・
播
州
海
上
何
も
物
忩
ニ
而
、
一
向
通
路
無
足
之
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、

京
都
・
堺
・
播
磨
の
海
上
の
治
安
が
悪
く
、
交
通
が
完
全
に
麻
痺
し
た
状
況
が
情
報
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

永
正
四(

一
五
〇
七)

年
の
細
川
政
元
暗
殺
後
、
細
川
京
兆
家
の
家
督
を
巡
っ
て
、

澄
之

す
み
ゆ
き

・
澄
元

す
み
も
と

・
高
国

た
か
く
に

の
三
人
の
養
子
が
分
裂
抗
争
を
繰
り
広
げ
ま
す
（
永
正
の
錯
乱
）。

そ
し
て
、
室
町
幕
府
一
二
代
将
軍
・
足
利
義
晴
を
擁
立
し
て
政
権
を
固
め
よ
う
と
し
た

高
国
も
「
大
物
崩
れ
」
で
敗
走
し
て
自
害
し
、
ま
た
「
堺
公
方
」
と
呼
ば
れ
た
足
利
義

維
を
擁
す
る
細
川
晴
元
が
京
都
を
制
圧
す
る
な
ど
、
こ
の
時
期
は
軍
事
的
緊
張
が
続
い

て
い
ま
し
た
。 

 

（
封
紙
上
書
） 

「
東
寺 

 
 
 
 
 
 

新
見
備
中
守 

公
文
殿
御
宿
所 

 
 
 

国
経
」 

 

尚
々
嘉
例
之
こ
ふ
し
い
ら
す
二
桶
、
御
樽
之
代
二
十
疋
令
進
入
候
、
祝
儀
計

候
、
公
文
所
殿
へ
も
こ
ふ
し
い
ら
す
二
桶
進
候
、
可
預
御
届
候
、
返
々
通
路

海
陸
共
ニ
留
之
由
申
候
間
、
于
今
罷
過
候
、
非
如
在
候
、 

当
春
之
御
慶
、
雖
事
旧
候
、
更
不
可
有
際
限
候
、
尤
早
々
可
申
入
候
処
、
京
都
・

堺
・
播
州
海
上
何
も
物
忩
ニ
而
、
一
向
通
路
無
足
之
由
、
旧
冬
よ
り
至
于
今
申

候
間
、
乍
存
知
罷
過
候
、
更
以
非
如
在
之
儀
候
、
仍
御
公
物
之
方
へ
、
漆
指
中

桶
六
・
紙
百
束
寺
納
申
候
、
委
事
者
慈
雲
可
被
申
候
、
今
少
用
意
仕
候
へ
共
、

路
次
一
大
事
候
間
、
先
上
申
候
、
御
年
貢
漆
・
国
節
紙
を
も
用
意
仕
候
へ
共
、

一
度
ニ
ハ
大
事
存
、
の
こ
し
を
き
候
、
当
寺 

八
幡
も
照
覧
候
へ
、
虚
言
ニ
あ

ら
す
侯
、
此
分
奉
頼
候
、
恐
々
謹
言
、 

三
月
十
二
日 

国
経
（
花
押
） 

東
寺 公

文
殿
御
宿
所 
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38 
藤
岡
直
綱
書
状 

 

（
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
）
五
月
七
日 

（
イ
函
一
七
〇
） 

 

39 

藤
岡
直
綱
書
状 

 

（
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
）
五
月
七
日 

（
イ
函
一
七
一
） 

  

展
示
資
料
38
と
39
は
、
永
禄
元
年
五
月
七
日
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
藤
岡
直
綱
（
石

見
守
）
の
手
紙
で
、
東
寺
の
宝
厳
院
祐
重
と
観
智
院
栄
盛
に
宛
て
た
も
の
で
す
。
藤
岡

直
綱
は
、
こ
の
時
期
、
芥
川
山
城
（
現
・
大
阪
府
高
槻
市
）
に
拠
っ
て
京
都
を
支
配
下

に
置
い
て
い
た
三
好
長
慶
の
命
に
よ
り
東
寺
と
の
交
渉
役
を
担
っ
て
い
た
人
物
で
す
。

こ
の
と
き
、
近
江
国
朽
木
へ
逃
れ
て
い
た
室
町
幕
府
一
三
代
将
軍
・
足
利
義
輝
が
、
京

都
を
奪
回
す
る
べ
く
坂
本
ま
で
軍
勢
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
た
め
に

三
好
長
慶
が
京
都
へ
大
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
が
予
測
で
き
ま
し
た
が
、
三
好
軍
が
京
都

出
陣
に
お
い
て
東
寺
を
陣
所
と
す
る
予
定
が
な
い
こ
と
を
藤
岡
直
綱
は
こ
の
手
紙
で
知

ら
せ
て
い
ま
す
。
他
に
、
三
好
軍
の
京
都
着
陣
が
「
明
後
日
九
日
」
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
陣
所
の
予
定
地
や
配
置
さ
れ
る
武
将
の
名
前
ま
で
も
が
詳
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
軍
事
機
密
の
高
い
手
紙
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

38 

（
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
）
五
月
七
日
（
イ
函
一
七
〇
） 

（
戻
） 

猶
々
明
日
御
一
人
御
下
向
可
然
候
、
早
々
よ
り
御
下
候
て
、
日
も
と
り
ニ
さ 

せ
ら
れ
候
て
、
可
然
候
、
明
後
日
、
必
定
上
洛
候
、
将
又
、
宝
厳
へ
申
候
、

女
衆
諸
事
ニ
付
而
、
御
懇
ニ
蒙
仰
畏
入
候
、
弥
父
子
共
ニ
堅
固
候
、
可
御
心

安
候
、
今
一
ケ
条
事
、
未
不
申
候
、
心
へ
申
候
、
急
候
間
、
此
外
不
申
入
候
、 

預
御
折
紙
、
令
拝
見
候
、
仍
敵
相
働
之
由
、
其
沙
汰
候
て
、
御
気
遣
段
、
尤
ニ
候
、

然
者
今
朝
態
以
書
状
申
候
、
明
後
日
九
日
此
方
衆
各
其
元
へ
陣
取
候
、
懇
ニ
示
進

候
、
就
其
御
寺
之
儀
ハ
陣
所
ニ
な
り
不
申
候
間
、
可
御
心
安
候
、
明
日
御
一
人
乍

御
大
儀
御
下
向
候
て
、
御
礼
被
仰
候
て
、
可
然
候
、
左
様
ニ
候
へ
ハ
、
弥
落
着
候
、 

（
変
） 

 
 
 
 
 

（
如
何
） 

万
一
談
合
か
ハ
リ
候
て
ハ
、
い
か
ゝ
に
て
候
間
、
申
事
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 
 

（
藤
岡
石
見
守
） 

午
刻 

 
 
 
 

藤
石 

五
月
七
日 

 
 

直
綱
（
花
押
） 

宝
厳 

観
智 

（
ま
い
） 

□
□
る
御
報 

 

39 

（
永
禄
元
（
一
五
五
八
）
年
）
五
月
七
日
（
イ
函
一
七
一
） 

猶
々
、
真
如
堂
へ
遣
折
紙
候
、
御
無
心
な
か
ら
、
自
其
方
御
届
候
て
、
可
被

下
候
、
奉
頼
候
、
返
事
候
者
、
其
方
ニ
御
置
候
て
、
便
宜
ニ
可
給
候
、
わ 

（
斎
藤
越
前
守
基
速
） 

れ

〱
ハ
出
陣
不
仕
候
、斎
越
も
中
村
も
無
出
陣
候
、孫
右
衛
門
ハ
馳
上
て
、 

（
高
続
） 

（
三
好
日
向
守
長
逸
） 

三
向
と
一
所
候
へ
く
候
、
御
用
之
儀
候
者
、
可
被
仰
候
、
く
れ

〱
御
聞 

あ
り
た
く
候
ハ
ん
と
存
候
て
、
態
、
人
を
上
候
也
、
此
外
不
申
入
候
、 

一
態
申
候
、
仍
明
後
日
九
日
各
出
陣
必
定
候
、
就
其
御
寺
之
事
ハ
陣
所
ニ
な
り
不

申
候
間
、
先
以
可
御
心
安
候
、
□
八
条
ハ
陣
取
ニ
成
可
申
と
存
候
、 

（
松
永
） 

一
久
秀
、
三
日
ニ
上
洛
候
、
是
も
明
後
日
出
陣
衆
に
て
候
、
陣
所
ハ
吉
祥
院
に 

て
候
、 

一
三
好
日
向
守
方
も
出
陣
候
、
陣
所
ハ
上
鳥
羽
か
久
世
か
の
よ
し
候
、 
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（
三
好
長
慶
・
義
興
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
心
脱
カ

） 
一
長
慶
ハ
父
子
出
陣
の
あ
ら
そ
い
候
間
、
無
本
候
、
大
将
陣
ハ
大
略
久
世
に
て 

候
へ
く
候
、 

（
正
） 

一
泉
乗
寺
・
梅
か
小
路
・
西
庄
・
御
所
ノ
内
辺
ハ
皆
々
丹
波
衆
陣
取
候
、 

（
重
治
） 

一
東
西
九
条
ハ
松
山
、
其
外
陣
所
に
て
候
、 （ 

塔 

森 

） 

一
上
ハ
四
条
の
道
場
よ
り
、
下
、
鳥
羽
・
た
う
の
も
り
・
竹
田
其
外
悉
方
々
衆 

陣
取
に
て
候
、 

恐
々
謹
言
、 

（
藤
岡
石
見
守
） 

 
 
 

藤
石 

五
月
七
日 

 
 

直
綱
（
花
押
） 

宝
厳 

観
智 ま

い
る
御
同
宿
中 

  

40 

織
田
信
長
禁
制 

 

永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
九
月 

日 

（
せ
函
武
家
御
教
書
並
達
八
六
） 

  

永
禄
一
一
年
九
月
二
六
日
、
織
田
信
長
は
、
の
ち
に
一
五
代
将
軍
と
な
る
足
利
義
昭

を
奉
じ
て
念
願
の
上
洛
を
果
た
し
、
東
寺
に
本
陣
を
置
き
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
東

寺
に
与
え
た
の
が
こ
の
禁
制
で
す
。
軍
勢
に
よ
る
濫
妨
（
乱
暴
）・
狼
藉
や
陣
取
り
、
放

火
な
ど
を
禁
じ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
者
は
厳
罰
に
処
す
と
し
て
い
ま
す
。「
弾
正
忠
」
は

信
長
の
官
職
名
で
、
楕
円
形
の
朱
印
は
武
力
に
よ
る
天
下
統
一
を
標
榜
し
た
、
有
名
な

「
天
下
布
武
」
の
印
で
す
。 

 

禁
制 

 
 

東
寺
同
境
内 

一
当
手
軍
勢
濫
妨
狼
藉
之
事
、 

一
陣
取
・
放
火
之
事
付
寄
宿
、 

一
伐
採
竹
木
之
事
、 

右
条
々
、
於
違
犯
之
輩
者
、
速
可
処
厳
科
者
也
、
仍
執
達
如
件
、 

（
織
田
信
長
） 

永
禄
十
一
年
九
月 

日 

弾
正
忠
（
朱
印
）（
印
文
「
天
下
布
武
」） 
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第
Ⅲ
章 

新
見
荘
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

新
見
荘
は
備
中
国
哲
多
郡
に
あ
っ
た
荘
園
で
、
現
在
の
岡
山
県
新
見
市
の
高

梁
川
以
西
の
地
域
に
あ
た
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
京
都
の
最
勝
光
院
の
所
領
で

し
た
が
、
正
中
二
（
一
三
二
五
）
年
に
後
醍
醐
天
皇
か
ら
東
寺
へ
寄
進
さ
れ
ま

し
た
。
新
見
荘
は
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で
、
米
や
漆
な
ど
の

ほ
か
、
鉄
も
年
貢
と
し
て
東
寺
へ
納
め
て
い
た
荘
園
で
す
。 

 

通
信
網
が
発
達
し
た
現
代
社
会
と
は
異
な
り
、
中
世
の
情
報
は
人
・
物
と
同

じ
動
線
で
伝
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
章
で
は
、
京
都
か
ら
遠
国
に
位
置
す
る

新
見
荘
と
東
寺
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
文
書
を
通
し
て
、
中
世
の
新
見
荘
の
人
々

が
直
面
し
た
問
題
や
行
動
を
追
い
か
け
、
彼
ら
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と

と
も
に
、
当
時
の
支
配
の
あ
り
方
や
情
報
伝
達
の
様
相
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

  

47 

備
中
国
新
見
荘
三
職
連
署
注
進
状 

寛
正
四
（
一
四
六
三
）
年
八
月
二
七
日 （

サ
函
一
一
〇
） 

  

こ
の
報
告
書
が
新
見
荘
か
ら
東
寺
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、
寛
正
四
年
九
月
三
日
の
こ

と
で
し
た
。
三
職
（
三
人
の
荘
官
）
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
報
告
書
に
は
、
新
見
荘
を
直

接
支
配
す
る
た
め
に
東
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官
の
祐
清
が
、
新
見
荘
地
頭
方
の
領
内

で
建
築
中
の
家
の
前
を
馬
に
乗
っ
て
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、「
下
馬
と
が
め
」（
下
馬

し
な
い
で
通
り
か
か
っ
た
者
を
咎
め
る
行
為
）
を
受
け
た
末
に
、
谷
内
と
横
見
と
い
う

者
に
殺
害
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

祐
清
は
厳
し
い
年
貢
の
徴
収
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
年
貢
の
未
納
を
続
け
て
い
た

豊
岡
と
い
う
名
主
を
追
放
す
る
な
ど
、
強
気
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
が
募
っ
て
百
姓
た
ち
の
恨
み
を
買
い
、
祐
清
は
殺
害
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

（
封
紙
上
書
） 

「
寛
正
四 

九 

三 
  

一 
  

金
子
弾
正
左
衛
門
尉 

福
本
式
部
之
允 

宮
田
帯
刀
左
衛
門
尉 

 

東
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

衡
氏 

進
上 

 

御
公
文
所
殿 

 

人
々
御
中 

 

盛
吉 

家
高 

 
 
 

」 

 

畏
申
上
候
、 

抑
、
御
代
官
今
月
廿
五
日
当
庄 

御
宮
め
く
り
被
召
候
、
左
候
間
、
地
頭
方
相

国
寺
之
善
仏
寺
御
領
中
ニ
、
谷
内
と
申
地
下
人
、
家
を
作
候
処
に
て
、
下
馬
と

か
め
仕
候
て
、
谷
内
・
横
見
と
申
者
、
両
人
し
て
打
申
候
、
我
ら
か
在
所
よ
り

一
里
計
候
所
の
御
宮
に
て
、
お
つ
か
け
打
申
候
、
則
我
ら
時
を
か
へ
す
、
彼
敵

方
へ
お
し
よ
せ
候
へ
ハ
、
い
つ
れ
も
お
ち
う
せ
候
間
、
家
を
や
き
は
ら
い
候
、

左
候
処
ニ
、
彼
人
共
地
頭
方
之
代
官
所
ニ
こ
も
り
候
由
聞
へ
候
、
其
上
、
御
代 

（ 

盗 

賊 

） 
官
被
乗
候
馬
を
、
地
頭
代
官
所
ニ
被
立
置
候
間
、
一
向
と
う
そ
く
に
て
候
や
と
、 

お
し
か
け
候
へ
ハ
、
折
節
庄
主
他
行
候
間
、
不
及
力
候
て
、
政
所
屋
を
や
き
は

ら
い
候
、
其
ま
ゝ
陣
を
と
り
敵
を
尋
候
へ
共
、
行
末
な
く
落
行
候
や
、
む
か
ふ 



15 

（ 

石
蟹 

） 
敵
な
く
候
間
、
先
引
し
り
そ
き
候
、
左
候
間
、
彼
庄
主
い
し
か
の
郷
新
屋
垣
内 

（
科
） 

 

（ 

生  

害 

） 

と
申
領
ニ
被
居
候
程
ニ
、
彼
と
か
人
ニ
し
や
う
か
い
さ
せ
ら
れ
候
て
給
候
へ
、 

無
御
成
敗
候
ハ
ヽ
、
庄
主
ニ
し
や
う
か
い
さ
せ
可
申
由
、
談
合
仕
候
て
同
廿
六

日
ニ
、
勢
使
仕
候
処
ニ
、
当
国
守
護
殿
御
内
人
西
尾
方
、
又
河
合
方
両
人
罷
被

出
候
て
、
一
見
被
申
候
様
ハ
、
若
彼
と
か
人
共
、
帰
国
仕
事
候
ハ
ヽ
、
庄
主
と

相
共
ニ
せ
い
は
い
候
て
可
給
由
、
堅
申
さ
れ
候
間
、
先
注
進
申
上
候
、
以
此
旨
、

可
然
様
ニ
可
預
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、 

金
子
弾
正
左
衛
門
尉 

八
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 

衡
氏
（
花
押
） 

福
本
式
部
允 

盛
吉
（
花
押
） 

宮
田
帯
刀
左
衛
門
尉 家

高
（
花
押
） 

東
寺 

御
公
文
所
殿
人
々
御
中 

  

48 

備
中
国
新
見
荘
上
使
本
位
田
家
盛
并
三
職
連
署
注
進
状 

寛
正
四
（
一
四
六
三
）
年
一
〇
月
二
二
日 

（
サ
函
一
一
六
） 

  

祐
清
殺
害
事
件
に
関
す
る
現
地
調
査
の
た
め
、
東
寺
か
ら
新
見
荘
へ
本
位
田
家
盛
と

い
う
人
物
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
家
盛
は
三
職
と
連
名
で
、
祐
清
の
遺
品
な
ど
に
つ
い

て
処
理
方
法
も
含
め
て
東
寺
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
中
で
、
祐
清
の
遺
品
で
京
都
へ
送
る
物
、
政
所
（
現
地
で
実
務
を
行
う
所
）
に

留
め
置
く
物
、
祐
清
が
殺
害
さ
れ
た
際
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
物
な
ど
が
、
箇
条
書
き

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
殺
害
さ
れ
た
祐
清
の
遺
品
整
理
に
は
、
三
職
の
一
人
で
あ
る
福
本
の
「
け

う
た
い
（
き
ょ
う
だ
い
＝
姉
妹
）」
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
福
本
の
姉
妹
に
つ
い
て
は
、

展
示
資
料
51
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

（
記
） 

祐
清
之
物
京
都
へ
進
上
申
上
候
日
儀
之
事 

合 

寛
正 

年
十
月
廿
二
日 

（ 

衣 

） 

一
こ
ろ
も 

 
 
 
 
 
 
 

一
く
す
の
十
と
く 

（
剣
） 

 
 

（
腰
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
振
） 

一
け
ん
の
刀
壱
こ
し 

 
 
 

一
太
刀
壱
ふ
り 

（
鑓
） 

（
本
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
挺
） 

一
や
り
壱
ほ
ん 

 
 
 
 
 

一
弓
壱
て
う 

一
か
ち
や
う 以

上 

御
政
所
家
ニ
留
候
物
日
儀
之
事 （ 

茶 

臼 

） 

一
く
わ
ん
す 

 
 
 
 
 
 

一
ち
や
う
す 

（
釜
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鍋
） 

一
か
ま
弐 

但
大
小 

 
 
 

一
な
へ
三 

（
金
輪
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

茶 

碗 

） 

一
か
な
わ
二
本 

 
 
 
 
 

一
ち
や
わ
ん
弐 

（ 

天 

目 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
甕
） 

一
て
ん
も
く
弐 

 
 
 
 
 

一
か
め
弐 

但
大
小 

（ 
茶 
桶 

） 

一
ち
や
お
け 

 
 
 
 
 
 

一
ひ
し
や
け 

二 二 

（ 

靭 

） 

同
う
つ
ほ
壱
本 

壱
本 
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（ 

磨 

鉢 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

畳 

） 

一
す
り
は
ち 

 
 
 
 
 
 

一
た
ゝ
ミ
五
て
う 

（ 

庭 

掃 

） 
 

（
枚
） 

一
に
わ
は
き
十
五
ま
い 

 
 

一
ほ
ん
は
ち 

以
上 

私
之
預
申
日
儀
之
事 

（
枝
） 

一
長
刀
壱
ゑ
た 

 
 
 
 
 

一
や
り
壱
ほ
ん 

（
小
） 

一
子
太
刀
壱
ふ
り 

 
 
 
 

一
う
つ
ほ
壱
本 

（ 

轡 

） 

（
口
） 

一
く
つ
わ
壱
く
ち 

以
上 

尤
こ
れ
等
を
も
進
上
申
度
候
へ
共
、
か
や
う
之
物
之
事
者
候
ハ
て
ハ
、
人
め

し
ち
と
申
、
時
と
し
て
こ
と
か
け
候
ハ
ん
す
る
由
被
申
候
間
、
先
私
あ
つ
か

り
申
候
、
委
細
者
ひ
こ
四
郎
ニ
御
た
つ
ね
候
へ
く
候
、 

御
く
ら
に
候
日
儀
之
事 

合 

一
大
斗 

同
斗
か
き
弐 

 
 

一
小
斗 

（
舛
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

漆  

舛 

） 

一
ま
す
弐 

但
大
小 

 
 
 

一
う
る
し
ま
す 

一
同
か
う 

 
 
 
 
 
 
 

一
し
や
う
こ 

（
茶
） 

一
は
な
か
わ
壱
け
ん 

 
 
 

一
ち
や
四
合 

但
大
内 

（
味
噌
） 

一
麦
六
斗 

 
 
 
 
 
 
 

一
ミ
そ
す
こ
し 

以
上 

此
前
く
ら
ニ
候
を
、
ひ
こ
四
郎
之
方
よ
り
う
け
と
り
て
候
、
委
細
ひ
こ
四
郎

ニ
御
た
つ
ね
候
へ
く
候
、 

（
詫
） 

一
福
本
方
け
う
た
い
、
此
間
祐
清
も
お
き
被
申
候
、
其
方
よ
り
御
わ
ひ
事
申 

上
ら
れ
候
日
儀
之
事
、 

合 

（
白
） 

（
小
袖
） 

 
 
 
 
 
 

（ 

紬 

） 

（ 

表 

） 

一
し
ろ
い
こ
そ
て 

 
 
 
 

一
つ
む
き
の
を
も
て 

（ 

布
子 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

帷 

子 

） 

一
ぬ
の
こ 

 
 
 
 
 
 
 

一
か
た
ひ
ら
壱 

（ 

抜 

出 

綿 

） 
 
 
 
 
 
 
 

（  

革  

袴  

） 

一
ぬ
き
て
わ
た
弐 

 
 
 
 

一
か
わ
は
か
ま 

（ 

青 

小 

袖 

） 

一
あ
を
こ
そ
て 

 
 
 
 
 

一
た
ゝ
ミ
の
を
も
て
五
ま
い 

（
綿
） 

一
料
足
壱
貫
文 

 
 
 
 
 

一
わ
た
四
百
六
十
文
か 

以
上 

此
前
少
々
者
、
出
家
ニ
も
出
さ
れ
候
、
又
者
う
り
候
て
、
あ
と
の
事
お
も
、 

（ 

注 

文 

） 

と
ふ
ら
わ
れ
候
よ
し
被
申
候
、
此
分
の
事
、
御
わ
ひ
事
を
、
ち
う
も
ん
の
も 

ん
て
被
申
候
、
御
ふ
ち
あ
る
へ
く
候
哉
、 

（
頭
） 

一
祐
清
地
た
う
方
に
て
せ
う
か
い
の
き
ハ
、
う
ち
と
ら
れ
ら
れ
候
物
之
事
、 

し
る
し
進
之
候
、 

（ 

刀 

） 

一
馬
く
ら 

 
 
 
 
 
 
 

一
祐
清
の
か
た
な
壱
こ
し 

一
う
ち
か
た
な 

 
 
 
 
 

一
か
た
な
壱
但
ひ
や
う
へ
二
郎
か 

一
大
太
刀 

こ
れ
ハ
福
本
方
わ
ひ
事
被
申
候
太
刀
に
て
候
、 

一
又
太
刀 

こ
れ
ハ
ち
う
半
太
刀
に
て
候
、 

一
子
太
刀
壱
ふ
り 

一
弓
壱
て
う 

同
う
つ
ほ
壱
本 
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以
上 

か
や
う
の
お
も
む
き
、
ひ
こ
四
郎
ニ
御
た
つ
ね
あ
る
へ
く
候
、
委
細
者
申
上

候
へ
く
候
、 

右
、
注
進
如
件
、 

寛
正 

年 十
月
廿
二
日 

金
子
弾
正
左
衛
門
尉 

衡
氏
（
花
押
） 

進
上 

 
 
 
 
 
 
 

福
本
式
部
尉 

東
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
吉
（
花
押
） 

御
公
文
所
殿 

 
 

宮
田
帯
刀
左
衛
門
尉 

家
高
（
花
押
） 

本
位
田 

家
盛
（
花
押
） 

  

49 

本
位
田
家
盛
注
進
状 

 

一
〇
月
二
六
日 

（
ツ
函
二
六
二
） 

  

家
盛
は
展
示
資
料
48
で
祐
清
の
遺
品
整
理
に
関
す
る
報
告
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

文
書
で
は
祐
清
殺
害
時
の
状
況
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
事
件
か
ら

二
箇
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
報
告
書
か
ら
は
緊
迫
し
た
現
場
の
状
況
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
る
と
、
①
馬
に
乗
っ
て
建
築
中
の
家
の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
祐
清

に
対
し
て
、
家
づ
く
り
の
者
た
ち
が
追
い
か
け
て
き
た
こ
と
、
②
祐
清
は
詫
び
て
す
ぐ

に
下
馬
し
た
こ
と
、
③
大
勢
が
刀
を
抜
い
て
追
い
か
け
て
き
た
た
め
、
祐
清
も
刀
を
抜

い
て
構
え
た
こ
と
、
④
後
か
ら
追
い
か
け
て
き
た
谷
内
と
横
見
が
そ
の
場
を
収
め
、
祐

清
も
刀
を
鞘
に
差
し
た
と
た
ん
、
谷
内
と
横
見
の
両
人
が
祐
清
に
斬
り
か
か
っ
て
殺
し

た
こ
と
、
⑤
祐
清
が
乗
っ
て
い
た
馬
や
太
刀
、
具
足
、
衣
装
ま
で
も
が
剥
ぎ
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

其
ゆ
わ
れ
ハ
、
此
方
之
代
官
、
下
馬
を
仕
候
ハ
ぬ
と
て
、
家
つ
く
り
の
物
共
、 

（
追
） 

を
ん
か
け
候
、
さ
候
間
、
谷
内
方
家
共
、
不
存
候
て
、
下
馬
を
不
申
候
、
御
免 

(

勢)(

抜) (

連) 

候
へ
と
申
候
て
、
代
官
下
馬
候
し
、
乍
去
、
大
せ
ぬ
き
つ
れ
を
ん
か
け
候
間
、 

（
構
） 

祐
清
も
ぬ
き
候
て
か
ま
ゑ
候
所
ニ
、
さ
候
ハ
ヽ
太
刀
を
御
さ
し
候
へ
と
申
候
て
、 

（
横
見
） 

を
ん
か
け
、
よ
こ
み
・
谷
内
と
申
物
申
候
間
、
下
馬
仕
候
上
ハ
、
と
も
か
く
も 

と
被
申
候
て
、
太
刀
を
さ
し
候
所
を
、
よ
こ
み
・
谷
内
両
人
し
て
う
ち
候
て
、 

（
衣
装
） 

 
 

（
剥
） 

馬
・
太
刀
・
具
そ
く
、
其
身
の
い
せ
う
ま
て
、
は
き
取
候
よ
し
申
候
て
、
地
下 

ほ
う
と
う
、
其
時
と
も
仕
候
か
、
其
せ
き
の
か
れ
候
て
申
候
間
、
時
を
う 

（ 

未 

） 

つ
さ
す
、
八
月
廿
五
日
之
ひ
つ
し
之
時
ニ
う
た
れ
ら
れ
候
ニ
、 

（
後
略
） 

   

二 二 
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50 
備
中
国
新
見
荘
地
頭
方
百
姓
谷
内
家
差
図 

 

（
寛
正
四(

一
四
六
三)

年
） 

（
サ
函
三
九
九
） 

  

こ
れ
は
、
祐
清
が
「
下
馬
と
が
め
」
さ
れ
た
際
に
通
り
か
か
っ
た
谷
内
家
の
見
取
り

図
で
す
。
図
の
裏
に
は
「
八
月
二
十
五
日
、
よ
（
寄
）
す
る
時
家
也
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
八
月
二
五
日
に
起
こ
っ
た
祐
清
の
殺
害
事
件
の
現
場
を
描
い
た
も
の
で
す
。 

 

向
か
っ
て
右
側
に
は
谷
内
家
の
家
が
描
か
れ
、
左
側
に
は
周
囲
を
堀
で
囲
ま
れ
た
地

頭
方
政
所
が
あ
り
、
谷
内
家
と
は
小
門
と
小
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
東
側
の
「
路
」「
路
」
と
書
か
れ
た
線
の
下
に
あ
る
、
塀
で
囲
ま
れ
た
区
画

の
下
に
は
「
是
ま
て
ハ
下
馬
、
自
是
馬
ニ
被
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
祐
清
が
下
馬
し
て

い
た
区
間
と
、
乗
馬
し
た
地
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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51 
た
ま
か
き
書
状
并
備
中
国
新
見
荘
代
官
祐
清
遺
品
注
文 

（
寛
正
四(

一
四
六
三)

年
） 

（
ゆ
函
八
四
） 

  

祐
清
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
遺
品
の
整
理
に
「
た
ま
か
き
」
と
い
う
女
性
が
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
展
示
資
料
48
で
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
「
た
ま
か
き
」
は
三
職
の
一
人
で

あ
る
福
本
の
姉
妹
で
、
祐
清
の
身
辺
の
世
話
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
文

書
は
、
中
世
の
地
方
に
住
む
女
性
が
書
い
た
手
紙
と
し
て
稀
有
な
資
料
で
す
。 

 

彼
女
は
東
寺
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
祐
清
が
生
前
に
所
持
し
て
い
た
品
を
葬
儀
な

ど
の
諸
費
用
に
充
て
た
こ
と
を
報
告
し
、
残
っ
た
白
小
袖
・
紬

つ
む
ぎ

の
表

お
も
て

（
紬
糸
で
織
ら

れ
た
絹
織
物
）・
布
子

ぬ

の

こ

（
木
綿
の
綿
入
れ
）
の
三
品
を
、
祐
清
の
形
見
と
し
て
貰
い
受
け

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
形
見
分
け
の
希
望
が
叶
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、「
御
い
た

わ
し
さ
は
、
申
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
亡
き
人
を
偲
ぶ
女
性

の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

（
は
脱
カ
） 

 
 
 
 
 

（
筆
） 

か
や
う
に
申
ま
い
ら
せ
候
へ
ハ
、
は
か
り
入
候
へ
共
、
一
ふ
て
申
ま
い
ら
せ
候
、 

（
憚
） 

（ 

祐 

清 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
痛
） 

さ
て

く
ゆ
う
せ
い
の
御
事
、
か
や
う
に
御
な
り
候
事
、
御
い
た
わ
し
さ
、
な 

（ 

折 

節 

） 

（ 

政  

所 

） 

か

く
申
は
か
り
な
く
候
、
又
そ
の
お
り
ふ
し
、
ま
ん
と
こ
ろ
に
候
し
ほ
と
に
、 

（
恥
） 

あ
と
の
事
ハ
、
は
ち
を
も
か
く
し
申
候
て
候
、
さ
候
ほ
と
に
、
ゆ
う
せ
い
の
い 

（
日
記
） 

ろ

く
の
物
、
人
し
り
た
る
こ
と
く
に
ん
き
お
し
候
て
、
ま
ん
と
こ
ろ
と
の
へ
、 

ま
い
ら
せ
候
、
さ
た
め
て
御
申
あ
る
へ
く
候
、
さ
候
ほ
と
に
、
ゆ
う
せ
い
の 

（
着
替
）（ 

少  

々 

） 
 

（
際
） 

 
 
 
 
 

（
失
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
残
） 

き
か
へ
し
よ
う

く
そ
の
き
わ
き
ら
れ
候
て
う
し
な
わ
れ
候
、
又
す
こ
し
の
こ 

（
骨
） 

 

（
折
） 

 
 
 

（ 

出 

家 

） 

り
た
る
お
は
、
ほ
ね
お
も
お
ら
れ
た
る
し
ゆ
ん
け
に
も
ま
い
ら
せ
候
、
又
あ
と 

（ 

弔 

） 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
委
細
） 

の
と
む
ら
い
に
も
申
て
候
、
い
さ
い
わ
か
き
た
て
候
て
申
ま
い
ら
せ
候
、
こ
の 

（
形
見
） 

ほ
と
な
し
み
申
候
ほ
と
に
、
す
こ
し
の
物
お
は
、
ゆ
う
せ
い
の
か
た
み
に
も
、 

み
ま
い
ら
せ
た
く
候
、
給
候
ハ
ヽ
い
か
ほ
と
御
う
れ
し
く
思
ま
い
ら
せ
候
、
返
々

こ
の
よ
し
ま
ん
と
こ
ろ
と
の
へ
も
、
申
ま
い
ら
せ
候
、
ゆ
う
せ
い
の
物
、
人
し

り
候
ま
ゝ
、
み
な

く
ま
い
ら
せ
候
、
こ
の
に
ん
き
の
ま
ゝ
、
給
候
ハ
ヽ
い
か

ほ
と
御
う
れ
し
く
候
、 

あ
な
か
し
く 

 
 

た
ま
か
き 

く
も
ん
所
と
の
へ
ま
い
る 

 

ゆ
う
せ
い
の
い
ろ

く
に
ん
き 

一 

御
足
一
貫
文 

 
 

そ
の
き
わ
い
ろ

く
ニ
つ
か
い
候
、 

（ 

青 

小 

袖 

） 

一 

あ
お
こ
そ
て
一 

 
 

し
ゆ
ん
け
ニ
ま
い
ら
せ
候
、 

（ 

抜 

出 

綿 

） 

一 

ぬ
き
て
わ
た
二 

 

同
し
ゆ
ん
け
ニ
ま
い
ら
せ
候
、 

（ 

帷 

子 

） 

一 

か
た
ひ
ら
一 

 
 

同
し
ゆ
ん
け
ニ
ま
い
ら
せ
候
、 

（ 

畳 

） 

（ 

表 

） 

（
枚
） 

一 

た
ゝ
み
の
お
も
て
五
ま
い
う
り
候
て
、
こ
れ
も
あ
と
の
事
ニ
つ
か
い
候
、 

（
詫
） 

こ
の
い
ろ

く
ハ
、か
や
う
に
し
て
候
、又
こ
れ
ハ
、わ
ひ
事
申
ま
い
ら
せ
候
、 

（
白
） 

一 
し
ろ
い
こ
そ
て
一 

（
紬
） 

一 

つ
む
き
む
き
の
お
も
て
一 
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（
布
子
） 

一 

ぬ
の
こ
一 

こ
れ
三
の
事
ハ
、
ゆ
う
せ
い
の
か
た
ミ
に
も
み
せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
、
い
か

ほ
と
御
う
れ
し
く
候
、 

                      

第
Ⅳ
章 

南
大
門
前
の
関
所
と
往
来 

 

東
寺
南
大
門
前
は
多
く
の
人
が
往
来
し
、
物
流
も
盛
ん
で
、
大
変
賑
や
か
な

場
所
で
し
た
。
東
寺
の
参
詣
者
や
通
行
人
に
一
服
一
銭
の
茶
売
を
営
ん
で
い
た

商
人
の
事
例
か
ら
も
、
賑
や
か
だ
っ
た
南
大
門
前
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
場
所
に
は
関
所
も
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
南
大
門
前
を
往
来
し
て
い
た
人
々
が
織
り
な
す
人
間
模
様
を
紹
介

し
ま
す
。 

  

56 

山
崎
商
人
二
郎
請
文 

 

応
永
三
（
一
三
九
六
）
年
一
〇
月
一
二
日 （

さ
函
七
五
） 

  

京
都
の
南
西
に
位
置
す
る
山
崎
は
、
古
代
か
ら
淀
川
水
運
の
要
で
あ
り
、
ま
た
西
国

街
道
が
通
る
な
ど
、
水
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
世
の
山
崎
で
は
、

荏 え

胡
麻

ご

ま

の
栽
培
と
そ
の
種
か
ら
取
る
荏
胡
麻
油
の
製
造
、
販
売
で
栄
え
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
文
書
は
、
山
崎
溝
口
保
の
二
郎
と
い
う
商
人
が
、
東
寺
境
内
が
商
人
通
行
禁
止

に
な
っ
て
い
た
の
を
知
ら
ず
に
通
行
し
た
た
め
、
今
後
は
通
行
し
な
い
と
誓
っ
て
い
ま

す
。
米
・
油
・
塩
な
ど
の
日
常
品
を
商
う
山
崎
の
商
人
は
、
商
業
活
動
で
洛
中
に
出
入

り
す
る
に
あ
た
り
、
東
寺
境
内
も
通
路
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
（
端
裏
書
） 

「
山
崎
商
人
請
文 

応
永
三 

十 

十
二
」 

 （ 

東
寺 

） 
 
 
 
 
 

（
商
） 

（ 

通 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

侍 

） 

と
う
し
の
御
寺
内
、
あ
き
人
と
を
り
候
ま
し
き
よ
し
の
御
さ
ふ
ら
い
所
の
御 
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（ 

制 

札 

） 
 
 
 
 
 

（ 

仕 

） 
 
 
 
 
 

（
罷
） 

（
通
） 

 
 
 
 

（ 

向 
せ
い
さ
つ
候
を
、
存
知
つ
か
ま
つ
ら
す
候
て
、
ま
か
り
と
を
り
て
候
、
き
や
う 

後 
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
今
度
） 

 
 
 
 
 
 

（
免
） 

こ
う
さ
ら
に

〱
ま
か
り
と
を
り
候
ま
し
く
て
候
、
こ
ん
と
の
事
を
ハ
、
御
め
ん 

（ 

請 

文 

） 

か
う
ふ
り
候
へ
く
候
、
仍
う
け
ふ
ミ
状
如
件
、 

（
崎
）（ 

溝 

口 

） 

応
永
三
年
十
月
十
二
日 

山
さ
き
ミ
そ
く
ち
の 

二
郎
（
略
押
） 

  

57 

南
大
門
前
一
服
一
銭
茶
売
人
道
幸
後
家
・
八
郎
次
郎
連
署
条
々
請
文 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
七
月
二
三
日 （

し
函
六
一
） 

  

こ
の
文
書
は
、
茶
売
人
の
道
幸
後
家
・
八
郎
次
郎
が
東
寺
に
提
出
し
た
誓
約
書
で
す
。

内
容
は
、
南
大
門
前
の
大
路
（
九
条
大
路
）
よ
り
南
で
茶
売
り
の
営
業
を
す
る
こ
と
、

茶
道
具
を
南
大
門
の
下
な
ど
に
置
か
な
い
こ
と
、
南
大
門
や
寺
内
に
立
ち
入
ら
な
い
こ

と
、
の
三
点
を
遵
守
す
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
も
し
違
反
し
た
場
合
は
、
咎
め
を
受
け

て
追
却
（
追
放
）
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

実
は
、
応
永
一
一
年
四
月
一
日
に
茶
売
人
た
ち
は
南
大
門
脇
で
小
火

ぼ

や

騒
ぎ
を
起
こ
し

ま
し
た
。
東
寺
は
た
だ
ち
に
茶
売
り
商
売
を
停
止
し
て
茶
売
人
た
ち
を
追
放
し
ま
し
た

が
、
彼
ら
は
再
三
に
わ
た
っ
て
商
売
の
再
開
を
嘆
願
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
寺
は

誓
約
書
の
提
出
を
条
件
に
茶
売
人
た
ち
に
商
売
の
再
開
を
許
可
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

茶
売
り
人
が
東
寺
へ
提
出
し
た
の
が
、
こ
の
文
書
で
す
。 

 

（
端
裏
書
） 

（
売
） 

「
南
大
門
前
茶
買
請
文
」 

 

謹
請
申 東

寺
南
大
門
前
茶
売
条
々 

一
於
南
大
門
大
路
以
南
、
可
致
其
沙
汰
事
、 

一
火
鉢
以
下
具
足
、
雖
為
片
時
、
不
可
取
入
南
大
門
下
築
垣
陰
、
殊
不
可
預
置

寺
内
并
乞
食
等
事
、 

一
号
有
風
雨
之
難
、
不
可
立
寄
南
大
門
置
築
垣
下
、
就
中
寺
内
無
窮
往
反
不
可

有
之
事
、 

右
条
々
、
背
請
文
旨
者
、
且
於
其
身
者
預
厳
密
御
罪
科
、
且
於
茶
屋
者
早
可
預

御
追
却
、
其
時
更
以
権
門
勢
家
御
口
入
不
可
歎
申
于
寺
家
者
也
、
仍
請
文
状
如

件
、 

 

応
永
十
一
年
七
月
廿
三
日 

道
幸
後
家
（
略
押
） 

八
郎
次
郎
（
花
押
） 

  

58 

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案 

 

文
明
一
五
（
一
四
八
三
）
年
七
月
八
日 

（
追
加
之
部
二
二
（
六
五
）） 

  

東
寺
辺
内
に
お
い
て
「
短
冊
・
諸
本
所
公
事
銭
」
と
い
う
名
目
で
、
往
来
す
る
旅
人

に
通
行
税
を
か
け
る
者
が
お
り
、
中
に
は
喧
嘩
に
ま
で
発
展
す
る
事
例
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
室
町
幕
府
は
旅
人
に
通
行
税
を
か
け
る
者
を
境
内
か
ら
追
放
す
る
よ
う
、
こ
の

文
書
で
東
寺
に
命
じ
て
い
ま
す
。
異
議
を
唱
え
る
者
が
い
る
場
合
は
処
罰
す
る
と
も
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
厳
し
く
取
り
締
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
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す
。 

 

奉
書
案 

於
寺
辺
、
号
短
冊
并
諸
本
所
公
事
銭
、
相
懸
往
来
之
旅
人
課
役
輩
在
之
云
々
、
動

及
喧
嘩
之
条
太
不
可
然
、
所
詮
堅
加
下
知
、
向
後
可
被
追
放
境
内
、
若
有
及
異
儀

之
族
者
、
可
被
処
罪
科
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件
、 

 

文
明
十
五 

七
月
八
日 

 
 
 
 
 

常
通
判 

数
秀
判 

東
寺
雑
掌 

  

59 

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書 

 

永
正
六
（
一
五
〇
九
）
年
閏
八
月
三
日 

（
い
函
五
九
） 

  

こ
の
文
書
で
は
、
幕
府
が
東
寺
境
内
に
あ
っ
た
「
見
入
関

み

い

り
せ

き

」
の
停
止
を
命
じ
て
い
ま

す
。
見
入
関
と
は
、
あ
る
地
域
内
に
入
っ
て
く
る
も
の
に
対
し
て
通
行
税
を
懸
け
る
関

所
の
こ
と
で
す
。
展
示
資
料
58
で
も
、
幕
府
は
東
寺
辺
内
で
通
行
税
を
徴
収
す
る
者
を

追
放
す
る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
行
為
は
な
か
な
か
跡
を
絶
た
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。 

 

東
寺
境
内
関
事
、
毎
々
依
及
物
忩
、
被
成
度
々
御
下
知
、
禁
制
之
上
者
、
彼
見

入
関
事
、
任
先
規
寺
辺
境
在
之
被
停
止
畢
、
宜
被
存
知
之
由
、
被
仰
出
候
也
、

仍
執
達
如
件
、 

永
正
六 

 
 
 

（
松
田
） 

壬
八
月
三
日 

 

英
致
（
花
押
） 

（
閏
） 

（
斉
藤
） 

基
雄
（
花
押
） 

当
寺
雑
掌 
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終
章 

還
っ
て
き
た
百
合
文
書 

 

昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
に
京
都
府
は
東
寺
百
合
文
書
を
一
括
購
入
し
ま

し
た
。
直
ち
に
目
録
の
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
が
、
目
録
を
作
成
し
て
い

く
う
ち
に
、
京
都
府
が
購
入
す
る
以
前
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、
所
在
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
文
書
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
京
都
府
は
散
逸
し
た
文
書
の
所
在
を
調
査
し
、
現
在
も
収
集
に
努
め
て

い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
一
括
購
入
後
に
新
た
に
収
集
し
た
文
書
も
、
東
寺
百
合
文
書
と
し

て
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
が
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
終
章
で
は
、
昭
和
四
二
年
以
後
に
新
た
に
収
集
し
た
「
還
っ
て
き
た
百

合
文
書
」
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

63 

七
条
令
解 

 

正
暦
四
（
九
九
三
）
年
六
月
二
〇
日 

（
追
加
購
入
分
一
） 

  

こ
の
文
書
は
新
た
に
収
集
し
た
文
書
で
す
。
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
京
都
府

は
こ
の
文
書
を
購
入
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
東
寺
百
合
文
書
「
へ
函
」
に
収
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

応
永
三
（
一
三
九
六
）
年
に
寺
僧
の
良
宝
は
東
寺
の
御
影
堂
に
、
洛
中
に
あ
る
「
七

条
坊
門
櫛
笥

く

し

げ

敷
地
」
を
寄
進
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
こ
れ
ま
で
土
地
の
売
買
や
譲
渡

の
た
び
に
作
成
さ
れ
た
権
利
関
係
の
文
書
も
、
あ
わ
せ
て
御
影
堂
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

七
条
令
解
は
そ
の
一
つ
で
、
平
安
時
代
の
土
地
の
売
買
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
文
書
で
す
。 

 

七
条
令
解 

 

申
立
売
買
地
券
文
事 

合
肆
戸
主 

在
左
京
七
条
一
坊
十
五
町
西
一
行
北
四
五
六
七
門
者 

右
地
、
故
吉
志
安
国
所
領
也
、
而
男
忠
兼
伝
領
者
、
依
有
要
用
価
直 

米
拾
弐
斛
、
売
与
紀
滋
忠
既
畢
、
請
望
、
依
式
欲
被
立
券
文
者
、 

依
辞
状
加
覆
審
、
所
陳
有
実
、
仍
勒
売
買
両
人
并
保
証
署
名 

立
券
文
如
件
、
以
解
、 

正
暦
四
年
六
月
廿
日 

令 

売
人 

吉
志 

忠
兼 

同
男 

吉
志 

用
乃
（
花
押
） 

買
人
紀 

滋
忠
（
花
押
） 

 

件
地
、
公
験
依
明
、
加
署
、
左
京
七
条 

一
坊
三
保
刀
禰
大
舎
人
漢
部
（
花
押
） 

内
匠
長
上
代
御
春 

左
兵
衛
番
長
佐
伯 

戌
基 

前 

前
豊
掾 

長
尾
（
花
押
） 

 

 

64 

仁
木
頼
夏
巻
数
返
事 

 

延
文
五
（
一
三
六
〇
）
年
八
月
一
八
日 （

り
函
二
六
五
） 

  

こ
の
文
書
も
、
新
た
に
収
集
し
た
文
書
で
す
。
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
に
京
都

府
は
こ
の
文
書
を
購
入
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
東
寺
百
合
文
書
「
り
函
」
に
収
め
ら
れ
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て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

仁
木
氏
は
足
利
氏
の
庶
流
（
本
家
か
ら
分
か
れ
た
家
柄
。
分
家
）
で
、
三
河
国
（
現
・

愛
知
県
東
部
）
出
身
の
武
士
で
す
。
室
町
幕
府
は
、
将
軍
の
足
利
氏
と
仁
木
氏
を
は
じ

め
と
し
た
有
力
守
護
層
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
延
文
五
年
に
そ
の
有
力
守

護
の
間
で
権
力
抗
争
が
起
こ
り
、
仁
木
頼
夏
は
守
護
を
務
め
て
い
た
丹
波
国
（
現
・
京

都
府
及
び
兵
庫
県
の
一
部
）
に
逃
れ
ま
し
た
。
丹
波
国
に
は
東
寺
領
の
大
山
荘
が
あ
り
、

仁
木
頼
夏
は
そ
の
つ
て
を
頼
り
、
東
寺
に
祈
祷
を
依
頼
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
祈
祷
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
仁
木
頼
夏

は
こ
の
文
書
で
東
寺
に
祈
祷
の
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

祈
祷
事
、
被
懸
御
意
、
重
畳
御
祈
念
之
至
、
殊
恐
悦
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

延
文
五 

 
 
 
 
 
 
 

（
仁
木
） 

八
月
十
八
日 

 
 

頼
夏
（
花
押
） 
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番
号

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

国
宝

指
定

 
山
名
宗
峯

<

持
豊

>

書
状

 
廿
一
口
方
評
定
引
付

 
廿
一
口
方
評
定
引
付

 
足
利
義
持
御
判
御
教
書

 
足
利
義
満
自
筆
仏
舎
利
奉
請
状

 
足
利
尊
氏
御
判
御
教
書

 
後
醍
醐
天
皇
綸
旨

 
廿
一
口
方
評
定
引
付

 
学
衆
方
評
定
引
付

 
学
衆
方
評
定
引
付

 
播
磨
国
矢
野
荘
代
官
沙
汰
人
等
注
進
状

 
播
磨
国
矢
野
荘
政
所
秀
恵
起
請
文

 
東
寺
百
合
文
書
桐
箱

（
ノ
函

）

 
西
院
文
庫
文
書
出
納
帳

 
文
書
出
納
日
記

（
西
院
文
庫
文
書
出
納
帳

）

 
廿
一
口
方
評
定
引
付

 
廿
一
口
方
手
文
箱
送
進
状

作
品
名
称

　

(

年
未
詳

)

七
月
八
日

　
文
明
二

(

一
四
七
〇

)

年
八
月
一
〇
日
条

　
応
仁
三
年

(

一
四
六
九

)

年
四
月
二
五
日
条

　
文
明
元

(

一
四
六
九

)

年
五
月
一
八
日
条

　
応
永
一
七

(

一
四
一
〇

)

年
一
二
月
二
四
日

　
応
永
一
三

(

一
四
〇
六

)
年
九
月
一
〇
日

　
観
応
元

(

一
三
五
〇

)
年
七
月
二
八
日

　
元
弘
三

(

一
三
三
三

)

年
六
月
一
九
日

 
応
永
二
八

(

一
四
二
一

)

年
二
月
九
日
条

 
永
和
二

(

一
三
七
六

)

年
一
一
月
三
日
条

 
永
和
元

(

一
三
七
五

)

年
一
〇
月
二
六
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
月
二
七
日
条

 
康
安
二

(

一
三
六
二

)

年
一
一
月
 
日

 
文
和
二

(

一
三
五
三

)

年
五
月
八
日

 
貞
享
二

(

一
六
八
五

)

年

 
応
永
一
六

(

一
四
〇
九

)

年
八
月
二
九
日

 
長
禄
四

(

一
四
六
〇

)

年
三
月
二
日

 
応
永
一
三

(

一
四
〇
六

)

年
九
月
一
一
日
条

 
永
禄
三

(

一
五
六
〇

)

年
一
二
月
二
九
日

年
月
日

ケ
函
二
五
九

ち
函
一
九

天
地
之
部
三
七

マ
函
八
二

き
函
三
七

せ
函
足
利
将
軍
家

下
文
五

せ
函
南
朝
文
書
九

ち
函
四

ラ
函
九

ラ
函
八

よ
函
三
〇

テ
函
三
〇

ノ
函

天
地
之
部
一
九

さ
函
一
一
三

天
地
之
部
一
八

ト
函
一
七
一

目
録
番
号

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

後
期

展
示
期
間

展
示
資
料
一
覧

序
章
　
文
書
の
管
理
方
法
と
現
在
に
伝
わ
る
理
由

第
Ⅰ
章
　
年
貢
の
輸
送
と
経
路

第
Ⅱ
章
　
東
寺
を
巡
る
人
と
戦
乱
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京都府立 京都学・歴彩館 
〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 1-29 

TEL: 075-723-4834    FAX: 075-791-9466 

E-mail  rekisaikan-kikaku@pref.kyoto.lg.jp 

URL   http://www.pref.kyoto.jp/rekisaikan/ 

ユネスコ「世界の記憶」 

国宝 東寺百合文書展 ―人・物・情報が行き交う中世― 

 

会 期：平成 29年 3月 1日（水）～4月 23日（日） 

     前期：3月 1日（水）～3月 26日（日） 

     後期：3月 29日（水）～4月 23日（日） 

休 館 日：毎週月曜日（3月 20日は開館、21日休館） 

列品解説：3月 11日（土）・4月 8日（土） 

※いずれも 14時から京都学・歴彩館職員による 

会 場：京都文化博物館 2階総合展示室 

主 催：京都府立京都学・歴彩館、京都文化博物館 
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